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国
際
租
税
法
の
目
的

木
　
村

弘
　
之

亮

第
一
節
　
一
般
目
的

　
一
　
平
等
課
税

　
二
　
国
際
競
争
及
び
移
動
の
自
由
に
関
す
る
課
税
の
中
立
性

第
二
節
　
特
殊
目
的

第
三
節
　
国
際
租
税
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お
け
る
諸
目
的
の
相
剋

第
四
節
　
結
　
語第

一
節
　
一
般
目
的

国際租税法の目的

　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
［
　
平
等
課
税

　
国
際
租
税
法
は
多
様
な
機
能
を
有
し
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
一
般
目
的
は
、
国
際
経
済
事
象
、
す
な

わ
ち
一
国
以
上
の
国
々
の
租
税
高
権
に
服
す
る
そ
う
し
た
経
済
事
実
に
対
し
平
等
な
課
税
の
た
め
の
道
を
敷
く
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ツ
財
政
学
者
ワ
ー
グ
ナ
ー
（
＞
9
罵
≦
諾
口
巴
は
課
税
の
平
等
の
一
般
目
的
が
判
断
基
準
を
課
税
の
普
遍
性
と
平
等
で
あ
る
と
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
課
税
は
、
一
般
的
に
か
つ
等
し
く
課
さ
れ
る
と
き
、
要
す
る
に
、
課
税
が
平
等
権
の
原
則
に
適
合
す
る
な

1
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（
4
）

ら
ば
、
平
等
で
あ
る
。
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に
言
及
し
て
、
ス
イ
ス
憲
法
四
条
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
形
式
的

平
等
な
取
扱
い
の
ほ
か
に
、
実
質
的
か
つ
比
例
的
平
等
を
も
要
求
し
て
い
る
。
後
者
は
権
利
主
体
間
の
現
実
の
差
異
を
考
慮
に
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
い
る
。
そ
れ
故
、
平
等
権
は
絶
対
的
平
等
を
意
味
し
な
い
で
、
現
実
の
状
況
を
比
較
し
た
う
え
で
の
あ
ら
ゆ
る
納
税
者
の
平
等
な

取
扱
い
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
課
税
権
者
は
納
税
主
体
の
経
済
的
能
力
に
適
切
な
配
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
経
済
的
能
力
は
納
税
者
の
資
本
と
所
得
の
規
模
及
び
構
成
で
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
課
税
権
者
は
税
負
担
を

さ
ま
ざ
ま
に
課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税
負
担
が
個
別
具
体
に
ど
の
よ
う
に
段
階
づ
け
て
課
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
第
二
の
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。
「
累
進
税
」
す
な
わ
ち
納
税
主
体
の
担
税
力
に
比

例
し
て
特
定
の
課
税
物
件
に
対
し
課
さ
れ
る
租
税
の
累
進
段
階
は
、
平
等
権
の
原
則
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
等
し
い
担
税
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
納
税
者
は
同
じ
態
様
で
取
り
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
、
平
等
原
則
は
累
進
税
率
を
要
求
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
絶
対
的
正
義
が
到
達
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
摘
示
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
必
要
で
な
い
。
各
納
税
者
が
平
等
な
態
様
で
共

同
社
会
の
財
政
負
担
に
寄
与
す
べ
き
こ
と
は
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
世
界
の
限
ら
れ
た
法
令
に
よ
っ
て
完
全
に

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
、
正
し
い
課
税
の
た
め
の
普
遍
的
か
つ
抽
象
的
判
断
基
準
を
書
き

記
す
こ
と
は
、
可
能
で
あ
ろ
う
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
正
義
は
正
確
に
叙
述
さ
れ
え
な
い
。
正
義
は
、
政
治
的
、
社
会
的
及
び
経
済

的
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
そ
う
し
た
相
対
的
概
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
、
税
負
担
の
配
分
及
び
租
税
体
系
の
構
築
に

関
す
る
限
り
、
真
実
で
あ
る
。
と
く
に
、
担
税
力
（
㊤
び
…
q
8
0
塁
）
を
決
定
す
る
た
め
の
公
正
な
尺
度
を
創
り
出
す
こ
と
は
、

　
　
　
　
（
7
）

困
難
で
あ
る
。
」

　
憲
法
上
規
定
さ
れ
た
平
等
原
則
は
、
租
税
実
体
法
の
分
野
に
お
い
て
人
々
の
あ
い
だ
で
税
負
担
が
平
等
に
配
分
さ
れ
る
べ
き
こ
と

を
要
請
し
、
そ
し
て
人
々
の
担
税
力
（
租
税
を
支
払
う
能
力
）
に
応
じ
た
税
負
担
の
配
分
が
、
租
税
実
体
法
の
分
野
に
お
け
る
平
等

原
則
の
帰
結
で
あ
る
（
応
能
負
担
原
則
）
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
応
能
負
担
原
則
は
、
憲
法
上
の
明
文
規
定
が
存
す
る
か
否
か
を
問

2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

わ
ず
、
憲
法
上
の
原
則
た
る
地
位
を
有
し
て
お
り
、
租
税
法
律
の
立
法
に
お
け
る
立
法
者
の
判
断
余
地
を
限
界
づ
け
る
。
も
っ
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

応
能
負
担
原
則
は
税
収
目
的
規
範
に
限
っ
て
妥
当
し
、
社
会
目
的
規
範
な
い
し
対
外
経
済
饗
導
規
定
に
妥
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
応
能
負
担
原
則
は
客
観
的
応
能
負
担
原
則
と
人
的
事
情
を
斜
酌
す
る
主
観
的
応
能
負
担
原
則
と
に
細
分
さ
れ
る
。
客
観
的
応
能
負

担
原
則
は
、
人
的
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
に
先
だ
っ
て
、
客
観
的
に
担
税
力
を
示
し
う
る
課
税
標
準
（
不
真
正
な
課
税
標
準
）
を
認

識
し
測
定
す
る
こ
と
に
資
し
、
そ
し
て
、
主
観
的
応
能
負
担
原
則
は
、
人
的
事
情
を
考
慮
に
入
れ
た
、
主
観
的
担
税
力
を
示
し
う
る

課
税
標
準
（
真
正
な
課
税
標
準
）
を
認
識
し
測
定
す
る
こ
と
に
資
す
る
。
客
観
的
応
能
負
担
原
則
は
、
主
と
し
て
二
重
課
税
法
お
よ

び
（
移
転
価
格
税
制
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
税
制
お
よ
び
過
少
資
本
税
制
に
係
る
）
所
得
移
転
適
正
化
法
に
妥
当
し
、
そ
の
際
、
各
国

の
諸
事
情
（
資
本
輸
出
国
か
否
か
、
技
術
輸
出
国
か
否
か
な
ど
）
に
応
じ
て
全
世
界
所
得
課
税
の
原
則
又
は
源
泉
地
国
所
得
課
税
の
原

則
が
導
入
さ
れ
る
。
日
本
の
国
際
租
税
法
は
居
住
者
に
主
観
的
応
能
負
担
原
則
を
妥
当
さ
せ
、
非
居
住
者
に
は
客
観
的
応
能
負
担
原

則
を
妥
当
さ
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
原
則
が
採
用
さ
れ
る
に
せ
よ
、
応
能
負
担
原
則
は
一
般
的
平
等
原
則
か
ら
派
生
し
て
お
り
、
国

際
租
税
法
の
大
き
な
目
的
は
平
等
原
則
の
実
現
に
求
め
ら
れ
る
。

国際租税法の目的

（
1
）
国
際
租
税
法
に
お
け
る
平
等
の
原
理
に
つ
い
て
、
切
ミ
誉
き
9
、
ミ
ミ
）
汐
ぎ
鼠
三
窪
号
ω
ぎ
a
3
呂
2
巴
雪
ω
8
莞
崔
9
三
”

　
＞
日
雪
①
置
四
B
一
〇
〇
“
）
一
島
’
…
肉
、
ミ
篭
G
り
G
。
b
歳
ミ
無
ミ
ミ
鷺
き
≦
o
げ
コ
ω
詳
N
・
o
α
段
C
【
ω
℃
ε
昌
鵯
震
一
コ
N
一
蔦
U
一
①
く
R
ヨ
Φ
こ
g
昌
ひ
q
α
R

　
一
嘗
①
毎
四
江
o
づ
巴
Φ
づ
U
o
℃
O
①
一
げ
8
け
窪
①
讐
5
鵬
ω
o
≦
一
Φ
α
R
一
昌
冨
ヨ
碧
一
〇
づ
巴
①
昌
ω
け
窪
o
臥
一
＝
o
葺
α
葺
o
ゴ
≦
o
『
昌
ω
詳
N
＜
震
一
餌
篶
毎
⇒
鵬

　
σ
①
一
餌
q
ω
。
り
〇
三
一
〇
ω
一
一
9
震
＞
5
≦
g
α
⊆
コ
鵬
α
①
の
d
お
O
毎
口
閃
ω
實
一
目
ぢ
ω
曽
国
ひ
冒
一
〇
〇
8
一
壁
剴
、
蒋
鰹
蚕
亀
誤
）
勾
Φ
o
算
信
口
α
O
R
－

　
Φ
o
窪
蒔
ぎ
洋
一
日
ぼ
8
ヨ
簿
一
〇
コ
巴
①
昌
ω
＄
⊆
①
霞
g
窪
劫
菊
一
〇
①
ヒ
嵩
一
監
“
↓
職
ミ
ミ
ミ
め
映
貸
ミ
）
言
8
3
象
一
〇
口
巴
Φ
ω
ω
け
Φ
自
R
お
o
算
）

　
ω
ε
辞
鼠
鋤
旨
一
〇
①
S
鯉
h

（
2
）
受
轟
ミ
ざ
』
亀
ミ
》
需
亨
…
α
＝
四
邑
ど
3
α
震
8
ま
ω
。
げ
き
O
ざ
昌
。
昌
象
出
四
琶
鼠
耳
①
一
一
琶
瞬
霊
轟
自
且
ω
ω
窪
ψ

。
冨
暁
“
ド
↓
Φ
一
一
”
↓
箒
〇
二
〇
α
震
】
W
8
8
諾
三
お
）
O
Φ
ε
ぼ
①
巳
の
ξ
①
琶
瓢
巴
祠
①
B
Φ
ぎ
①
ω
8
罵
ユ
Φ
ぼ
ρ
N
・
＞
亀
一
。
い
①
一
冨
蒔

　
一
〇
〇
〇
ρ
ω
。
oo
o
o
O
旧
四
⊆
9
0
ミ
ミ
糞
ミ
刷
ミ
亀
ミ
”
望
①
q
雪
≦
一
詳
ω
3
四
津
ω
一
〇
ぼ
ρ
＝
四
昌
α
び
＝
o
ゴ
α
霞
男
営
餌
昌
N
≦
一
ω
ω
①
口
ω
o
ゴ
鉱
“
ド
ω
血
こ

3
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鈴
σ
冒
の
①
＝
お
誘
“
O
。
。
。
り
馬
ミ
守
篶
ミ
鴇
映
ミ
§
曇
ミ
ミ
“
ミ
ド
U
5
鴨
お
o
ゴ
け
①
ω
8
一
お
二
錺
け
℃
ニ
ロ
N
号
一
①
＝
α
R
ω
房
仁
震
く
震
－

　＄一置昌

鵬
仁
ロ
α
R
の
貫
讐
ω
O
げ
一
一
〇
ω
o
℃
三
ω
O
げ
Φ
ヨ
＞
ω
b
Φ
ζ
‘
＝
Φ
置
①
ま
Φ
鑛
一
〇
認
。

（
3
）
↓
箒
實
Φ
8
官
o
｛
8
⊆
巴
ユ
讐
辞
ω
。

（
4
）
ミ
ミ
N
ミ
｝
蓼
薦
、
亀
ミ
曽
U
一
①
O
霊
＆
器
9
冨
α
R
＜
霞
3
ω
の
仁
お
q
＆
α
霞
℃
震
ω
ひ
ぎ
一
一
。
『
冨
一
け
ω
ω
。
ご
9
α
①
ω
即
貯
象
『
①
－

　O，

房
曽
ω
R
昌
①
一
〇
①
介
目
h

（
5
）
国
ρ
轟
一
一
身
o
暁
ユ
讐
辞
ω
。

（
6
）
同
旨
、
山
ミ
ミ
鳴
謹
鷺
き
鴇
肉
ミ
。
。
、
＼
～
ミ
ミ
ヒ
o
ミ
ミ
§
ω
簿
き
曽
ω
鴇
9
B
α
霧
誓
窪
段
お
9
槽
曽
ω
．
＞
亀
一
●
N
日
凶
3
一
零
ザ
N
㎝
o。

律
“
b
o
ミ
ミ
§
。
り
鷺
き
℃
守
§
“
9
Φ
ω
一
窪
R
鴨
お
o
げ
江
婆
①
津
ぎ
血
R
霧
o
窪
ω
o
こ
昌
二
轟
）
＞
8
霞
①
＜
P
一
漣
O
＼
占
．
曽
ω
略
噛
。
（
N
o。
㎝

　暁

。
）
●

（
7
）
ω
惹
ω
ω
閃
巴
R
巴
O
o
q
拝
ω
O
国
8
一
困
S

（
8
）
　
吉
村
典
久
「
応
能
負
担
原
則
の
歴
史
的
展
開
」
法
学
研
究
六
三
巻
一
二
号
（
一
九
九
〇
）
三
五
四
頁
、
木
村
弘
之
亮
『
租
税
法
総

　
則
』
（
成
文
堂
　
一
九
八
八
）
一
四
三
、
一
二
。

（
9
）
　
木
村
弘
之
亮
・
前
掲
注
（
8
）
一
四
三
、
一
二
一
。
社
会
目
的
規
範
に
つ
い
て
、
参
照
、
木
村
弘
之
亮
・
前
掲
注
（
8
）
一
四
、
三

　
二
二
一
。

（
1
0
）
　
木
村
弘
之
亮
『
租
税
法
学
』
（
税
務
経
理
協
会
　
一
九
九
九
）
二
〇
七
頁
。

　
二
　
国
際
競
争
及
び
移
動
の
自
由
に
関
す
る
課
税
の
中
立
性

　
租
税
正
義
の
公
理
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
課
税
に
基
因
す
る
競
争
の
歪
み
は
き
え
て
な
く
な
る
。
そ
の
歪
み
が
過
大
な
租
税
に
よ
っ

て
か
又
は
過
小
な
租
税
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
で
あ
る
。
国
際
競
争
に
対
す
る
課
税
の
影
響
の
点
で

価
値
「
中
立
」
で
あ
る
課
税
、
及
び
平
等
な
課
税
は
、
相
互
に
依
存
し
あ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
そ
う

し
た
課
税
は
、
租
税
正
義
の
原
則
を
実
現
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
租
税
法
は
、
国
際
的
経
済
活
動
に
お
け
る

課
税
の
「
中
立
性
」
の
達
成
に
資
す
る
。
つ
ぎ
に
、
国
際
競
争
に
関
す
る
課
税
の
「
中
立
性
」
は
、
国
際
租
税
法
の
第
二
の
主
要
目

4



的
を
確
実
に
達
成
す
る
。
す
な
わ
ち
課
税
の
領
域
に
お
け
る
国
際
取
引
上
の
（
財
・
資
本
及
び
人
の
）
移
動
の
自
由
の
維
持
及
び
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）
（
12
）

進
が
そ
の
第
二
主
要
目
的
で
あ
る
。

　
　
宮
武
敏
夫
は
、
国
際
租
税
法
の
理
論
と
し
て
平
等
性
と
効
率
性
お
よ
び
中
立
性
を
挙
げ
、
効
率
性
に
よ
っ
て
、
資
源
の
効
率
的
な
世
界
的

　
分
配
を
可
能
に
し
、
そ
し
て
、
租
税
の
効
率
性
を
租
税
の
中
立
性
と
も
い
う
と
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
国
際
的
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
本
及
び
人
間
の
自
由
な
「
効
率
的
な
移
動
」
は
、
つ
ね
に
中
立
性
と
両
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
n
）
　
映
ミ
き
ミ
や
』
§
◎
ミ
』
こ
ω
霧
一
〇
零
o
σ
一
Φ
B
ω
ぎ
一
日
R
昌
簿
一
〇
壁
一
コ
ω
8
一
［
m
ヨ
O
①
＜
Φ
鼻
震
一
零
P
p
N
O
．

　
は
多
く
依
っ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
資
本
輸
出
の
中
立
性
と
資
本
輸
入
の
中
立
性
に
つ
い
て
、
参
照
、
宮
武
敏
夫
・
国
際
租
税
法
（
有
斐
閣
　
一
九
九
三
）

（
1
3
）
　
宮
武
敏
夫
・
前
掲
注
（
1
2
）
一
四
頁
。

同
書
に
本
稿

一
四
頁
。

第
二
節
特
殊
目
的

国際租税法の目的

　
国
際
租
税
法
の
特
殊
目
的
は
、
そ
の
一
般
目
的
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
は
、
法
的
意
味
に
お
け
る
国
際
二
重
課
税
の
排
除
又
は
緩

和
及
び
経
済
的
意
味
に
お
け
る
国
際
二
重
課
税
の
排
除
又
は
緩
和
で
あ
る
。
二
は
、
外
国
納
税
者
（
非
居
住
者
）
に
対
す
る
差
別
扱

い
の
排
除
で
あ
る
。
第
三
は
、
国
際
租
税
法
が
租
税
特
別
措
置
に
よ
っ
て
発
展
途
上
国
へ
の
投
資
を
奨
励
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
で
あ
る
。
最
後
は
、
国
際
租
税
法
が
「
租
税
逃
避
」
も
し
く
は
「
所
得
移
転
」
を
防
止
し
、
又
は
基
地
会
社
を
経
由
し
て
利
得
を

脇
に
そ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
る
租
税
逃
避
を
防
止
し
、
そ
し
て
二
重
課
税
条
約
の
濫
用
を
防
止
す
る
こ
と
に
資
す
る
。
こ
の
よ
う
な
濫

用
は
、
し
ば
し
ば
前
述
の
実
務
と
関
連
し
て
い
る
。
国
際
租
税
法
の
こ
の
よ
う
な
特
殊
目
的
は
、
そ
の
一
般
目
的
の
枠
組
み
の
な
か

で
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
最
終
目
的
へ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

5
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一
方
の
国
が
そ
の
国
際
租
税
法
で
も
っ
と
も
関
心
の
あ
る
特
殊
目
的
は
、
一
次
的
に
そ
の
経
済
的
及
び
政
治
的
情
勢
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
。
そ
の
国
の
経
済
が
外
国
の
そ
れ
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
国
で
は
財
、
サ
ー
ビ
ス
と
人
の
移
動
の

自
由
は
国
際
的
活
動
に
と
っ
て
す
こ
ぶ
る
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
国
は
自
国
の
国
際
租
税
法
を
一
次
的
に
国
際

二
重
課
税
の
排
除
の
た
め
に
用
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
国
際
こ
重
課
税
の
防
止
は
、
財
、
サ
ー
ビ
ス
及
び
人
の
自
由
な
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
鼓
舞
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
。
国
内
の
領
域
に
お
い
て
、
二
重
課
税
は
、
許
さ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
移
動
の
自

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

由
の
原
則
に
基
因
す
る
。
逆
に
、
高
税
率
国
が
国
内
で
「
租
税
逃
避
」
の
弊
害
に
よ
っ
て
悪
影
響
を
う
け
て
い
る
場
合
、
こ
の
よ
う

な
国
は
自
国
の
国
際
租
税
法
を
租
税
回
避
対
策
の
道
具
に
組
み
立
て
直
す
よ
う
努
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
努
力
の
本
当
の
意
図
が
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

1
一
般
に
要
請
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ー
租
税
正
義
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
そ
れ
が
課
税
管
轄
権
の
拡
張
に
よ
る

　
　
（
1
9
）

租
税
歳
入
を
増
大
す
る
こ
と
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
疑
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
租
税
回
避
の
対
抗
規
定
す
な
わ
ち
「
所
得
移

転
」
対
抗
規
定
が
比
較
的
軽
課
税
国
に
お
い
て
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
、
国
際
的
経
済
関
係
に
お
け
る
平
等
な
課
税
の
要
請
を
こ
れ

ら
の
国
が
損
壊
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
解
釈
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
租
税
正
義
の
原
則
は
、
国
際
二
重
課
税
の
回
避
と
租
税
回
避

　
　
　
　
（
2
0
）

又
は
租
税
捕
脱
の
防
止
の
両
方
を
支
持
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
「
軽
課
税
国
」
に
お
い
て
は
、
相
異
な
る
税
法
の
濫
用
の
問
題
は

　
　
（
2
1
）

生
じ
な
い
。

（
1
4
）
　
こ
の
「
租
税
逃
避
（
貫
x
窪
磯
鐸
）
」
用
語
は
国
外
へ
資
産
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
る
租
税
回
避
又
は
租
税
通
脱
を
カ
バ
ー
す
る
も

　
の
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
、
、
ω
錺
凶
招
8
①
房
9
駄
“
富
ω
①
8
B
冨
身
、
．
’
基
地
会
社
と
は
、
高
税
率
国
の
親
会
社
が
全
株
を
保
有
す
る
子
会
社
で
あ
っ
て
、

外
国
為
替
の
管
理
の
な
い
（
又
は
最
小
限
の
管
理
だ
け
の
）
軽
課
税
国
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
課
税
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
二
つ
の
タ
イ

プ
の
基
地
会
社
が
と
く
に
関
心
を
惹
く
。
一
つ
は
「
ト
ン
ネ
ル
会
社
（
導
管
会
社
8
コ
身
濤
8
ヨ
B
巳
8
）
」
で
あ
り
、
二
つ
は
「
利
益

内
部
留
保
会
社
（
震
○
律
四
8
蕉
ヨ
三
簿
3
磯
8
B
B
巳
o
ω
）
」
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
国
際
二
重
課
税
の
た
め
の
主
た
る
推
進
力
は
、
す
で
に
の
冨
、
ミ
§
』
＼
ミ
墨
U
霧
0
8
冨
ぎ
8
甘
①
器
ε
旨
鵯
寓
o
巨
Φ
ヨ
び
鉱
号
昌

6



　＆

お
算
①
口
望
窪
R
P
ド
＞
⊆
旨
℃
『
0
8
ヨ
9
げ
蝉
P
＞
σ
騨
■
F
ピ
＞
信
中
く
o
ヨ
一
〇
G
。
9
閑
ぴ
『
お
0
8
器
O
噛
戸
8
①
律
に
よ
っ
て

　
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
b
o
ミ
ミ
§
。
。
融
き
9
肉
ミ
。
う
ひ
9
①
ぴ
g
コ
α
o
ω
篶
ω
o
旨
＝
o
冨
菊
①
鴨
一
琶
鵬
号
ω
0
8
冨
一
び
①
ω
一
窪
①
三
轟
ω
＜
①
吾
0
8
9
0
旨
碧
日
2

二
＆
国
コ
ヨ
ξ
｛
冒
》
⊆
穿
品
①
α
①
ω
ω
魯
名
巴
N
豊
ω
魯
雪
冒
ω
δ
一
N
－
琶
α
℃
o
一
冒
。
こ
①
冨
詳
日
。
日
①
ω
」
W
①
ヨ
一
〇
一
合
切
ミ
ミ
§
箕
織
§

　
肉
＼
誤
ひ
ω
o
び
毛
Φ
一
N
R
一
ω
o
ゴ
①
ω
ω
器
仁
震
お
o
算
｝
＝
巴
び
ぴ
α
こ
↓
魯
σ
言
鵯
＝
一
旨
ρ
一
ω
一
柚
い

（
1
8
）
国
図
齢
窪
象
轟
誓
Φ
評
8
二
瑳
一
ω
象
＆
o
P

（
1
9
）
　
↓
鋤
図
お
＜
Φ
口
信
ρ

（
2
0
）
　
↓
㊤
×
雪
o
こ
餌
コ
8
0
目
①
＜
霧
一
〇
P

（
2
1
）
　
b
＆
ミ
き
歳
ミ
ミ
ミ
w
U
一
①
∪
8
0
①
一
び
Φ
ω
叶
窪
〇
三
コ
鵬
ω
ぎ
ざ
日
日
窪
巴
ω
一
口
ω
霞
仁
ヨ
①
旨
α
R
ω
け
窪
震
R
ω
b
巽
三
ω
）
＞
≦
U
一
〇
〇
ρ

　
も
Q
Go
G
o
噛
い

第
三
節
　
国
際
租
税
法
に
お
け
る
諸
目
的
の
相
剋

国際租税法の目的

　
ひ
と
は
、
こ
れ
ら
の
一
般
目
的
及
び
特
殊
目
的
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
排
他
的
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
際
的
二
重
課
税
の
排
除
又
は
租
税
法
上
の
差
別
扱
い
の
防
止

は
租
税
事
案
に
お
け
る
正
義
の
要
請
及
び
国
際
的
移
動
の
自
由
の
保
障
に
適
合
す
る
。
租
税
回
避
又
は
租
税
通
脱
の
防
止
は
ー
す

く
な
く
と
も
理
論
上
－
人
、
サ
ー
ビ
ス
、
財
及
び
資
本
の
自
由
な
国
際
的
移
動
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
的
現

実
を
少
し
み
る
だ
け
で
も
、
現
在
の
発
展
段
階
で
は
、
国
際
租
税
法
は
、
諸
目
的
が
真
に
古
典
的
に
政
治
経
済
的
に
相
剋
し
て
複
綜

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
諸
目
的
の
こ
の
よ
う
な
相
剋
の
理
由
は
、
諸
目
的
が
生
来
対
立
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
に

存
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
用
い
う
る
法
的
諸
道
具
の
欠
陥
に
あ
る
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
現
在
用
い
う
る
道
具
は
、
す
で
に
き
わ

め
て
複
雑
で
あ
り
、
国
際
租
税
法
に
よ
っ
て
企
図
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
と
っ
て
合
目
的
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か

7
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か
わ
ら
ず
、
国
際
租
税
法
は
、
二
つ
の
基
本
目
的
す
な
わ
ち
平
等
課
税
及
び
移
動
の
自
由
を
等
し
く
か
つ
無
制
限
に
達
成
す
る
こ
と

に
関
し
て
、
ま
だ
成
功
し
て
い
な
い
。

「
租
税
逃
避
」
の
防
止
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
片
務
的
国
内
措
置
又
は
二
国
間
条
約
措
置
が
租
税
逃
避
に
対
し
講
じ
ら
れ
る
場
合
、

実
務
は
国
際
的
移
動
性
を
犠
牲
に
し
て
抑
制
さ
れ
る
。
立
法
者
は
し
ば
し
ば
租
税
法
の
観
点
か
ら
自
国
の
課
税
管
轄
権
の
拡
張
又
は

　
　
（
2
2
）

域
外
拡
張
に
よ
っ
て
居
住
地
又
は
資
産
の
移
動
を
よ
り
困
難
又
は
不
可
能
に
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
「
租
税
逃
避
」
防
止
措
置
は
、
ロ

ー
マ
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
四
つ
の
自
由
」
の
公
準
の
違
反
で
あ
る
。
例
え
ば
、
国
際
的
分
業
の
公
準
に
違
反
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
（
2
2
）
　
＞
ロ
①
×
冨
昌
ω
一
〇
旨
9
0
＜
霞
6
答
o
蕊
一
〇
P

8

第
四
節
　
結
　
語

　
国
際
租
税
法
は
、
前
述
し
た
一
般
目
的
お
よ
び
特
殊
目
的
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
し
ば
し
ば
相
互
に
対
立
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
に
お
い
て
情
報
交
換
を
目
的
と
す
る
規
定

（
二
六
条
）
、
国
際
租
税
事
案
に
係
る
紛
争
の
相
互
協
議
を
目
的
と
す
る
規
定
（
二
五
条
）
お
よ
び
国
籍
等
に
よ
る
差
別
扱
い
か
ら
の

保
護
を
目
的
と
す
る
規
定
（
二
四
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ブ
目
的
規
定
も
ま
た
、
一
般
目
的
と
特
殊
目
的
を
実
現

す
る
道
具
と
し
て
今
日
そ
の
重
要
性
を
増
大
し
つ
つ
あ
る
。

　
国
際
租
税
法
の
用
い
る
法
規
範
も
ま
た
、
国
内
租
税
法
の
場
合
と
類
似
し
て
、
税
収
目
的
規
範
、
社
会
目
的
規
範
と
な
ら
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

抵
触
根
拠
規
範
及
び
抵
触
滅
却
規
範
、
所
得
移
転
対
抗
規
範
、
対
外
経
済
響
導
規
範
、
簡
素
化
目
的
規
範
か
ら
な
っ
て
い
る
。
応
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

負
担
原
則
が
税
収
目
的
規
範
に
の
み
妥
当
す
る
こ
と
は
、
国
内
租
税
法
に
つ
い
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
租
税
法
の
領



国際租税法の目的

域
に
お
い
て
は
、
法
的
ま
た
は
経
済
的
二
重
課
税
を
回
避
す
る
た
め
の
抵
触
滅
却
規
範
が
、
応
能
負
担
原
則
の
観
点
か
ら
規
定
さ
れ

る
。　
国
際
租
税
法
に
お
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
目
的
と
価
値
適
合
的
な
諸
原
則
が
、
国
際
租
税
法
の
領
域
に
お
い
て
認
識
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
に
国
際
租
税
法
に
お
け
る
応
能
負
担
原
則
、
二
に
対
外
取
引
税
法
に
お
け
る
応
能
負
担
原
則
、
三
に
二

重
課
税
法
に
お
け
る
応
能
負
担
原
則
は
、
い
ず
れ
も
国
際
租
税
法
の
一
般
目
的
（
と
り
わ
け
一
般
的
平
等
原
則
）
と
価
値
適
合
的
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
則
の
法
ド
グ
マ
化
お
よ
び
法
的
具
体
化
は
、
す
で
に
試
論
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

に
よ
る
不
平
等
取
扱
い
の
禁
止
原
則
も
ま
た
、
一
般
的
平
等
原
則
と
の
関
係
に
お
い
て
樹
立
さ
れ
て
い
る
。

　
国
際
租
税
法
に
お
け
る
社
会
目
的
規
範
が
そ
の
都
度
の
社
会
目
的
と
価
値
適
合
的
関
係
に
あ
る
か
、
さ
ら
に
そ
こ
で
設
定
さ
れ
た

社
会
目
的
が
は
た
し
て
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
等
が
、
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
社
会
目
的
規
範
に
一
般
的
に
妥
当
す
る

法
原
則
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
か
ま
た
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
目
的
規
範
に
係
わ

る
国
際
租
税
法
上
の
目
的
は
、
普
遍
的
に
設
定
し
難
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
稿
で
は
不
問
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
国
際
租
税
法
に
お
け
る
簡
素
化
規
範
は
、
税
法
テ
キ
ス
ト
の
理
解
の
容
易
度
お
よ
び
税
務
行
政
上
の
職
務
遂
行
に
と
っ
て
の
簡
素

化
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
妥
当
す
る
法
原
則
の
発
見
は
、
今
な
お
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

　
国
際
租
税
法
の
諸
目
的
の
階
層
構
造
が
本
稿
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
法
目
的
に
適
合
し
う
る
諸
原
則
と
そ
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

が
解
明
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
国
際
租
税
法
の
法
体
系
が
構
築
さ
れ
る
う
る
。

　　　　　　　　　　　　　

26　25　24　23
）　　　）　　　）　　　）

木
村
弘
之
亮
「
国
際
租
税
法
の
体
系
」
法
学
研
究
七
〇
巻
九
号
（
一
九
九
七
）
五
頁
以
下
。

木
村
弘
之
亮
・
前
掲
注
（
8
）
二
二
・
三
二
一
。

木
村
弘
之
亮
・
前
掲
注
（
2
0
）
法
学
研
究
七
〇
巻
九
号
一
七
頁
以
下
。

木
村
弘
之
亮
「
租
税
条
約
上
の
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
（
一
）
（
二
・
完
）
」
法
学
研
究
七
〇
巻
四
号

（
一
九
九
七
）
一
頁
以

9
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下
、
七
〇
巻
五
号
（
一
九
九
七
）
一
五
頁
。

（
2
7
）
　
参
照
、
ク
ラ
ウ
ス
H
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
カ
ナ
リ
ス
／
木
村
弘
之
亮

　
九
六
）
一
〇
五
頁
以
下
。

（
代
表
訳
）
・
法
律
学
に
お
け
る
体
系
思
考
と
体
系
概
念
（
一
九

10


